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　第3組のインターシティーミーティングのテーマは、
泉博朗ガバナーが提唱されている「ひとりひとりの輝
きで、あなたの地域を輝かそう」のテーマを引用させ
ていただきました。第3組の各クラブからも担当委員
に出席していただき、今回のＩＭの開催にあたりまし
て、ご協力とご理解をいただきました。厚く御礼申し
上げます。
　さて、ホストクラブとして、ＩＭ実行委員会を立ち上
げ、何度も実行委員会を開き、準備を進めて参りまし
た。ひとりひとりの委員が、そして会員が、それぞれ
責任を持ってその役割を果たして、当日は生き生きと
して輝いていました。
　講演者の角淳一氏は、多くの病気を乗り越えて今
なおニコニコと流暢なお話しぶりで、会場内を笑いに
引き込みました。「自分の価値は『元気』です。『毎日
全力』で『楽しく』生きています」と。いろんな例えを
引用しながら、楽しく生きていくことの大切さを話さ

れ、同年代のロータリアンの共感を得て、和やかな
雰囲気でした。
　第3組11クラブが一同に集まる年一回のＩＭは、
各クラブメンバーの交友を深める機会でもあります。
懇親会におきましては「久しぶり」「お元気でしたか？」
の声が飛び交い、笑顔、笑顔の中で、仲間として、よ
り親交を深めることができました。
　紆余曲折の準備の中で、成功への目標を持ち、
行き届かぬ事が多かったとは思います。しかし、ホス
トクラブとしてのこの経験が、大東中央ロータリーク
ラブが次の活動への取り組みの中で役立つことと信
じています。ありがとうございました。

ホストクラブ ：大東中央ロータリークラブ
日時：2015年2月14日（土）13：30～ 17：30
場所：大東市立市民会館　キラリエホール
参加人数：245人
テーマ：ひとりひとりの輝きで、あなたの地域を輝かそう
講師：角　淳一 氏
演題：笑って楽しく生きていく

第３組 インターシティ･ミーティング 報告

ＩＭ実行委員会  委員長 田中正美
（大東中央ＲＣ）

大東中央RC 会長 岡市勝男
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　かつて大阪は“東洋のマンチェスター”と呼ばれ、
その繁栄を世界に誇っていました。
　その矜持を込めて大阪が誇る大建築家渡辺節の
設計のもとに造られた綿業会館で、往時を振り返り、
私たちの愛する大阪をさらに元気にし、ロータリーに
より一層の輝きをもたらすために私たちは今何をなす
べきかを講演と討議を通じて考えたく「ロータリーに
輝きを 大阪に元気を」を今年度の第5組のテーマと
しました。
　泉ガバナーの点鐘で始まった第1部では2つの基
調講演を行っていただきました。
　基調講演①の講師は、NHK時代に秀逸なドキュ
メント番組を多数手掛けられた経歴を有され、現在
は「関西・大阪21世紀協会理事長」の任を担われ
“水の都大阪”運動を提案・推進されておられる堀
井良殷氏です。堀井氏には「歴史に学ぶ大阪の未
来」との演題で講演を行っていただきました。同氏
は、「なにわ大阪興亡史」と題する著書をお持ちで、
その歴史について深い造詣から、大阪のアイデンテ
ィテーと矜持から「大阪を元気に」するための多くの

示唆に富むお話をお聞きすることができました。
　基調講演②では、旧自治省でキャリアを積まれた
後、観光庁長官等の要職を歴任され、現在は京都
大学経営管理大学院特命教授に就任されている溝
畑宏氏に、「大阪～関西のハブとして世界に挑戦」と
の演題のもとに講演を行っていただきました。溝畑
氏は、官僚としての経歴だけではなく、Jリーグの大分
トリニータの代表取締役を務められるという経歴をも
お持ちで、大阪の観光資源等に着目し、経営者的な
視点を含めて、大阪をアジアのハブとなる都市にす
るための貴重な提言をいただきました。
　立野ガバナーエレクトの乾杯で始まった第2部の
着席、夕食懇談会では、第5組のロータリアン同士が
卓を囲みながら「ロータリーに輝きを 大阪に元気を」
もたらすにはどうすべきかをディスカッションしていた
だきました。
　大阪を元気にして、ロータリアンの本分である職
業奉仕に専心し、そしてロータリーに輝きを与えんと
の決意と熱気に溢れた懇親の場となりました。

テーマ：「ロータリーに輝きを　大阪に元気を」
ホストクラブ：大阪北ロータリークラブ
日　時：2014年2月7日（土）14:00～19:30
場　所：綿業会館（一般社団法人 日本綿業倶楽部）
出席者：第1部242名　第2部103名

第５組 インターシティ･ミーティング 報告

ＩＭ実行委員会  委員長 鴻池一季
（大阪北ＲＣ）

大阪北RC 会長 栗本友和


